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概要：ソフトウェア・ハードウェアシステムの大規模化・複雑化により，開発コストの削減ならびに高信
頼性の実現のため，産業界において形式手法の導入への取り組みが進められつつある．しかしながら，ソ
フトウェア・ハードウェアの開発に形式手法を適用する上では，数多くの解決すべき課題が残されている．
本セッションでは，産学の連携を通じて，形式手法を実際の開発プロセスへとどのように適用していくか
について議論することを目的とする．本セッションでは，形式的検証や形式仕様記述に加えて，プログラ
ム解析技術やテストの自動化技術，SAT・SMTソルバの応用，セキュリティへの応用，支援ツールの開発
など，幅広い話題に関する報告・提案を募集している．産業界からは現場での適用事例や運用方法・ノウ
ハウなど具体的な活動に関する報告を，学術界からは最新の技術動向や学生への教育実践報告などを期待
する．進行中の研究開発に関する途中経過についての報告も歓迎している．
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